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アジア の窓

※
平
成
20
年
度
発
行
物
の
紹
介
に
つ
い
て

　
ア
ジ
ア
研
究
所
　
叢
書
23
　
『
東
ア
ジ
ア
共
同
体
を

　
　
考
え
る
』
　
定
価
　
本
体
１
２
０
０
円
（
税
別
）

　
東
ア
ジ
ア
共
同
体
構
築
と
日
本
の
役
割

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
・
・
・
浦
田
秀
次
郎

　
東
ア
ジ
ア
共
同
体
に
慎
重
に
対
処
す
べ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
・
・
・
渡
辺
　
利
夫

　
東
ア
ジ
ア
共
同
体
で
先
行
す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
・
・
・
石
川
　
幸
一

　
日
本
企
業
の
東
ア
ジ
ア
進
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
・
・
・
西
澤
　
正
樹

　
東
ア
ジ
ア
共
同
通
貨
は
実
現
で
き
る
の
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
・
・
・
大
西
　
義
久

　
ア
ジ
ア
研
究
シ
リ
ー
ズ
（
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
成
果

　
　
論
文
集
）
（
非
売
品
）

　
ア
ジ
ア
研
究
シ
リ
ー
ズ
　
No.
67

　
　
『
検
証
：
中
国
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
七
周
年
の
効
果
：
知

　
　
　
的
財
産
権
紛
争
を
め
ぐ
る
日
中
経
済
摩
擦
へ
の

　
　
　
対
応
』

　
ア
ジ
ア
研
究
シ
リ
ー
ズ
　
No.
68

　
　
『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
と
国
際
化
教
育
』

　
ア
ジ
ア
研
究
シ
リ
ー
ズ
　
No.
69

　
　
『
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
地
域
開
発
（
Ⅳ
）
』

　
ア
ジ
ア
研
究
シ
リ
ー
ズ
　
No.
70

　
　
『
中
国
の
台
頭
と
そ
の
イ
ン
パ
ク
トⅢ
』

　
ア
ジ
ア
研
究
シ
リ
ー
ズ
　
No.
71

　
　
『
ア
ジ
ア
の
文
化
、
特
に
思
想
・
宗
教
・
言
語
の

　
　
　
多
様
性
の
研
究
（
そ
の
４
）
』

　
ア
ジ
ア
研
究
シ
リ
ー
ズ
　
No.
72

　
　
　
『
ア
ジ
ア
に
お
け
る
経
済
成
長
と
環
境
保
全
の

　
　
　
　
両
立
は
可
能
か
』

1 2

ア
ジ
ア
研
究
所
だ
よ
り

中
国 

双
無

 

の

　
　
　
農
村
大
学
生

　
二
〇
〇
九
年
、
中
国
の
大
学
卒
業
生
は
六
一
一
万
人

と
空
前
の
規
模
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
大
学
生
の

就
職
難
は
一
段
と
深
刻
化
し
、
卒
業
間
近
な
六
月
上
旬

に
至
っ
て
も
就
職
内
定
率
は
四
五
％
に
留
ま
っ
て
い
る
。

　
大
卒
者
が
二
〇
〇
万
人
を
突
破
し
た
二
〇
〇
三
年
か

ら
、
政
府
は
多
様
な
就
業
政
策
を
展
開
し
、
破
格
の
条

件
で
大
学
卒
業
生
を
村
官
（
村
の
幹
部
）
や
小
中
学

校
教
員
と
し
て
農
村
に
送
り
出
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

を
推
進
し
て
き
た
が
、
今
年
も
大
卒
者
の
三
〇
％
は
い

わ
ゆ
る
待
業
（
就
職
待
ち
）状
況
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
就
職
難
の
中
で
社
会
的
に
注
目
を
集
め

て
い
る
の
が
、
農
村
（
農
業
戸
籍
）
出
身
の
大
学
生
と

彼
ら
が
請
け
負
っ
て
い
た
農
地
の
問
題
で
あ
る
。
農
村

原
籍
の
あ
る
女
子
大
生
の
場
合
、
就
職
が
決
ま
ら
ず
都

市
で
一
年
間
ア
ル
バ
イ
ト
生
活
を
送
っ
て
い
た
が
、
故

郷
で
請
け
負
っ
て
い
た
農
地
は
す
で
に
収
用
さ
れ
て
お

り
、
現
状
は
職
な
し
、
土
地
な
し
の
双
無
状
況
で
あ

る
と
い
う
。
ま
た
三
年

に
在
籍
中
の
別
の
学
生

は
、
ダ
ム
建
設
用
地
と

し
て
請
負
地
を
収
用
さ

れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
戸
籍
が
現
地
に
な

い
た
め
収
用
補
償
が
受

け
ら
れ
な
か
っ
た
と
い

う
。

　
中
国
で
は
、
一
九
九
五
年
以
前
は
大
学
生
の
就
職
先

は
政
府
に
よ
っ
て
統
一
的
に
配
分
さ
れ
て
い
た
。
そ
の

た
め
戸
籍
も
大
学
の
集
団
（
「
集
体
」
）
戸
籍
と
し
て

一
括
管
理
さ
れ
、
非
農
業
戸
籍
と
な
っ
た
大
学
生
に
は

農
地
請
負
の
権
利
も
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
政
府
に
よ

る
統
一
配
分
は
な
く
な
っ
た
が
、
集
団
戸
籍
に
よ
る
管

理
は
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
三
年
に
大
学
生
の

戸
籍
制
度
が
改
め
ら
れ
、
集
団
戸
籍
へ
移
籍
す
る
か
ど

う
か
は
学
生
自
身
が
決
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
集
団
戸
籍
の
取
得
は
選
択
的
と
な
っ
た
が
、
こ
こ
で

問
題
と
な
る
の
は
一
旦
集
団
戸
籍
に
転
出
し
た
大
学
生

に
農
地
を
請
負
う
権
利
が
残
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
待
業
中
の
大
卒
者
が
戸
籍
を
原
籍
に
戻
せ
ば
上
述

の
よ
う
な
問
題
は
解
決
し
そ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
現

実
は
そ
う
簡
単
で
は
な
い
。
そ
れ
は
大
学
生
が
就
職
や

留
学
に
有
利
な
非
農
業
（
都
市
）
戸
籍
を
手
放
す
は
ず

も
な
い
し
、
逆
に
農
地
の
乏
し
い
貧
困
村
で
は
農
地
請

負
権
の
生
じ
る
農
業
戸
籍
へ
の
再
転
入
は
歓
迎
さ
れ
そ

う
に
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
「
農
村
土
地
請
負
法
」
で
は
、
農
地
の
請
負
期
間
は

三
〇
年
で
、
請
負
権
は
家
族
全
員
が
大
都
市
へ
転
出
し

な
い
限
り
返
還
す
る
必
要
は
な
い
。
こ
の
点
か
ら
、
上

述
の
収
用
例
は
厳
密
に
言
え
ば
違
法
で
あ
ろ
う
が
、
研

究
者
の
見
解
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は

多
く
の
研
究
者
が
農
地
請
負
権
は
飽
く
ま
で
農
業
と
農

家
保
護
の
た
め
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
大
学
生
の
就
職
難
が
予
期
せ
ぬ
問
題
を
顕
在
化
さ
せ

る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
こ
の
問
題
は
都
市
と
農
村
の
二

重
構
造
と
い
う
視
点
か
ら
改
め
て
検
証
す
る
必
要
が
あ

ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
（
小
林
煕
直
・
ア
ジ
ア
研
究
所
教
授
）


